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小笠原の花・木・鳥・魚 
花  ムニンヒメツバキ    木  タコノキ 
鳥  ハハジマメグロ      魚  アオムロ 

ﾀﾞﾑ 貯水率

10/26 現在

父島 

96.2/100 

母島  

100/100 

9 月気象状況   （父島）

最高気温   32.4℃ 

最低気温   24.2℃ 

平均気温   28.1℃ 

平均湿度   80％ 

月降水量   233mm

住民基本台帳登録者数（10/1） 

             2,365 人 

             父島      母島   

  人口      1,925 人   440 人 

  世帯      1,027     235 

短期滞在者     14 人      6 人 

ＮＯ．５０５ 

平成1７年(2005) 

11/１(火) 

小笠原 ―OGASAWARA－ 

村村民民だだよよりり

 第２８回  小 笠 原 村 住 民 健 診  
 

主催：小笠原村／協力：島しょ保健所小笠原出張所／実施機関：医療法人社団 こころとからだの元気プラザ 

 

【対象者】 原則として３０歳以上で、小笠原村に住所登録されている方 

      （結核予防法の改正により、結核検診は６５歳以上の方のみ） 
 

【日時・場所・検査項目】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【受付時間】 午前の受付時間は午前８時 ～１１時、午後の受付時間は午後１時 ～３時です。 

（父島の乳・子宮がん検診の受付時間は午後４時３０分までです。※２７日は午後３時まで。） 
 

【費 用】 無 料 
 

 住民健診を受けるには予約が必要です  
 

※ 父島の住民結核検診（レントゲン）は、予約の必要はありませんので、直接保健所にお越しください。 

 

【予約受付期間】 １１月１日（火）～ １１月１８日（金）（土・日・祝日を除く） 

午前８時～正午、午後１時３０分～５時３０分 
 

【その他】 

※ 平成１４年度から、肝炎ウィルス検診を実施しています。 

節目年（４０・４５・５０・５５・６０・６５・７０歳 ）の方には、肝炎ウィルス検診の問診表が同封されていますので、

中身をご確認ください。 

※ 父島会場には、託児所が設けてありますので、お子様連れの方はお気軽にご利用ください。 
 

●申込み・問合せ先  父島  村民課福祉係（地域福祉センター内） ２－３９３９ 

母島  母島支所庶務係           ３－２１１１ 

母 島  ： 診 療 所  父 島  ： 地 域 福 祉 センター ／ 住民結核検診は保健所 

１１／２０（日） １１／２１（月） １１／２３（水） １１／２４（木） １１／２５（金） １１／２６（土） １１／２７（日）

        

場 所 ・ 

              日 時 

 

検 査 項 目 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後

基本健康診査 

住民結核検診 
○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

乳・子宮がん検診 ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

胃 が ん 検 診 ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  
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南
島
外
来
植
物
除
去 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集 

 

今
年
度
２
回
目
の
除
去
作
業
に
つ
い
て
、
村
民
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
を
行
い
ま
す
。 

ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
申
し
込
み
先
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。 

【
日
時
】
11
月
23
日
（水
） 

 
 
 
 
 

 

午
前
８
時
30
分
～
午
後
１
時
30
分 

【
募
集
定
員
】
13
人 

【
作
業
内
容
】 

 
 

南
島
に
お
け
る
３
時
間
程
度
の
除
草
作
業 

【
申
込
期
限
】
11
月
18
日
（金
） 

 

※
応
募
が
多
い
場
合
は
先
着
順
に
な
り
ま
す
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

総
務
課
企
画
政
策
室 

 
 
 

２
―
３
１
１
１ 

 

南
島
入
島
禁
止
期
間 

 

今
年
度
の
入
島
禁
止
期
間
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

【
入
島
禁
止
期
間
】 

 
 

11
月
５
日
～
平
成
18
年
２
月
４
日 

※
た
だ
し
、
12
月
28
日
～
１
月
４
日
を
除
く 

【
入
島
禁
止
期
間
中
の
特
例
利
用
】 

《
利
用
方
法
》
西
側
の
海
か
ら
扇
池
に
上
陸
す
る 

（
遊
泳
ま
た
は
カ
ヌ
ー
利
用
） 

※
本
ル
ー
ト
は
大
変
危
険
な
た
め
、
入
島
に
際

し
て
は
、
海
況
等
に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。 

《
利
用
区
域
》
扇
池
お
よ
び
周
辺
の
砂
浜
に
限
定 

※
下
図
に
示
す
範
囲
と
し
ま
す
。 

《
利
用
条
件
》 

○
観
光
客
等
を
案
内
す
る
場
合
は
、
ガ
イ
ド
の
同

伴
な
ど
適
正
な
利
用
の
ル
ー
ル
を
遵
守
し
て
く

だ
さ
い
。 

○
一
般
村
民
の
利
用
に
つ
い
て
も
、
役
場
へ
の
入

島
手
続
の
ほ
か
、
適
正
な
利
用
の
ル
ー
ル
と
同

様
の
条
件
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。 

 

               
●
問
合
せ
先
（
適
正
な
利
用
の
ル
ー
ル
に
つ
い
て
） 

村
役
場
産
業
観
光
課 

 
 
  

２
―
３
１
１
４ 

支
庁
土
木
課
自
然
公
園
係 

  

２
―
２
１
２
３ 

 

●
問
合
せ
先
（
植
生
回
復
に
つ
い
て
） 

支
庁
土
木
課
自
然
公
園
係 

 

２
―
２
１
２
３ 

総
合
事
務
所
国
有
林
課 

 
 

２
―
２
１
０
３ 

 

父
島
ノ
ヤ
ギ
駆
除 

  

村
で
は
毎
年
父
島
に
お
い
て
、
農
業
被
害
防
止
の

た
め
ノ
ヤ
ギ
駆
除
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も
11
月

か
ら
３
月
ま
で
月
に
２
回
程
度
実
施
し
ま
す
。 

本
駆
除
作
業
は
銃
に
よ
る
作
業
で
、
社
団
法
人
東

京
都
猟
友
会
小
笠
原
支
部
の
協
力
に
よ
り
、
村
か
ら

の
委
託
業
務
と
し
て
実
施
し
ま
す
。 

安
全
に
は
十
分
配
慮
し
て
実
施
し
ま
す
が
、
当
日

の
駆
除
地
域
へ
の
立
入
り
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

ま
た
、
ノ
ヤ
ギ
の
被
害
で
お
困
り
の
農
業
者
の
方

は
、
産
業
観
光
課
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 

 
 

２
―
３
１
１
４ 

  

シ
ロ
ア
リ
対
策
事
業 

 
 

村
で
は
シ
ロ
ア
リ
対
策
事
業
と
し
て
、
集
落
周
辺

の
総
合
対
策
を
実
施
し
ま
す
。 

ま
た
、
申
し
込
み
に
よ
り
被
害
兆
候
の
見
つ
け
方

な
ど
全
般
的
な
相
談
受
付
、
家
屋
の
点
検
や
樹
木
の

駆
除
作
業
も
行
い
ま
す
。 

 

そ
の
他
、
有
料
で
保
証
付
防
蟻
処
理
を
行
い
ま
す
。

新
築
さ
れ
る
方
、
前
回
処
理
の
保
証
期
間
が
ま
も
な

く
切
れ
る
ま
た
は
す
で
に
切
れ
て
い
る
な
ど
、
心
当

た
り
の
方
は
シ
ロ
ア
リ
対
策
団
が
来
島
す
る
こ
の
機

会
に
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

【
申
込
期
限
】
11
月
18
日
（金
） 

【
事
業
日
程
】
11
月
19
日
（土
）～
29
日
（火
） 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

※
保
証
を
伴
う
家
屋
の
防
蟻
処
理
（有
料
）は
、
商

工
会
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

 
 
 

建
設
水
道
課 

 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
１ 

 
 
 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 
 
 

小
笠
原
商
工
会 

 
 
 
 

２
―
２
６
６
６ 

 

父
島
動
物
巡
回
診
療 

 

ペ
ッ
ト
の
健
康
を
維
持
す
る
こ
と
、
む
や
み
な
繁

殖
を
抑
制
す
る
こ
と
、
周
囲
に
迷
惑
を
か
け
な
い
こ

と
は
飼
い
主
の
責
任
で
す
。
こ
の
機
会
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。 

【
申
込
期
限
】
11
月
18
日
（金
） 

【
診
療
日
程
】
11
月
26
日
（土
）、
27
日
（日
） 

【
場
所
】
島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所 

【
注
意
事
項
】 

○
診
療
は
有
料
で
す
。 

○
事
前
申
込
み
が
必
要
で
す
。
先
着
順
に
受
け
付

け
ま
す
の
で
お
早
め
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

 
 

建
設
水
道
課 

 
 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
１ 

父
島
野
ネ
コ
対
策
事
業 

 
 

野
ネ
コ
の
捕
獲
は
、
村
民
の
皆
様
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
っ
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
捕
獲
に
ご
協
力
い

た
だ
け
る
方
に
は
、
捕
獲
用
の
カ
ゴ
を
貸
し
出
し
し

ま
す
。 

 

捕
獲
し
た
ネ
コ
に
は
不
妊
去
勢
手
術
を
施
し
、
新

た
な
野
ネ
コ
の
繁
殖
を
防
ぎ
ま
す
。 

 

捕
獲
は
集
中
期
間
以
外
も
、
随
時
実
施
し
て
い
ま

す
の
で
、
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
建
設
水
道
課
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

母
島
に
お
い
て
も
随
時
捕
獲
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
母
島
支
所
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。 

【
父
島
捕
獲
集
中
期
間
】 

 
 

11
月
14
日
（月
）～
11
月
27
日
（日
） 

 

●
問
合
せ
先 

 

 
 

建
設
水
道
課 

 
 
 
 
 

 

２
―
３
１
１
１ 

 
 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 
 

 

３
―
２
１
１
１ 

 

ポ
ン
コ
ツ
車
の
島
外
搬
出 

 

島
外
搬
出
は
四
輪
車
、
二
輪
車
、
タ
イ
ヤ
と
も
全

て
事
前
予
約
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。
予
約
は
随
時
受

け
付
け
し
て
い
ま
す
。 

予
約
か
ら
搬
出
ま
で
に
半
月
ほ
ど
の
事
務
手
続
き

期
間
を
要
し
ま
す
。
料
金
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は
、

お
気
軽
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

建
設
水
道
課 

 
 
 
 
 

 

２
―
３
１
１
１ 

 
 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 
 

 

３
―
２
１
１
１ 
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平
成
18
年
成
人
式 

 
平
成
18
年
成
人
式
は
、
父
島
・
母
島
と
も
に
、
１

月
２
日
（月
）に
開
催
す
る
予
定
で
す
。 

左
記
の
①
に
該
当
さ
れ
る
方
に
は
、
後
日
、
式
の

詳
細
を
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。 

②
に
該
当
し
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
教
育
委

員
会
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
該
当
者
】 

 
 

昭
和
60
月
４
月
２
日
か
ら
61
年
４
月
１
日
生

ま
れ
の
方
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方 

① 

小
笠
原
村
に
住
民
票
が
あ
る
方 

② 

小
笠
原
村
の
出
身
者
で
、転
出
し
て
現
在
は
小

笠
原
村
に
住
民
票
は
な
い
が
、
親
が
小
笠
原
村

に
住
ん
で
い
る
方 

 

※
な
お
、成
人
式
に
参
加
す
る
た
め
帰
島
す
る
方
は
、

お
が
さ
わ
ら
丸
、
は
は
じ
ま
丸
の
島
民
割
引
制
度

を
ご
利
用
で
き
ま
す
。 

詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会 

 
 

２
―
３
１
１
７ 

 

村
立
学
校
道
徳
授
業
地
区
公
開
講
座 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

村
立
学
校
で
は
、
道
徳
授
業
地
区
公
開
講
座
を
行

い
ま
す
。 

 

各
学
級
で
の
道
徳
授
業
を
参
観
し
て
い
た
だ
き
、

そ
の
後
、
道
徳
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
を
持
ち
た
い

と
思
い
ま
す
。
地
域
の
方
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

 

◎
小
笠
原
小
学
校 

 

【
日
時
お
よ
び
場
所
】
11
月
17
日
（木
） 

《
道
徳
授
業
公
開
》 

午
後
１
時
15
分
～
２
時 

各
学
年
教
室 

《
道
徳
公
開
講
座
》 

午
後
２
時
15
分
～
３
時
15
分 

体
育
館 

 

※
受
付
は
、
保
護
者
は
児
童
玄
関
、
来
賓
・
地
域

の
方
は
職
員
玄
関
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ◎
小
笠
原
中
学
校 

 

【
日
時
お
よ
び
場
所
】
11
月
５
日
（土
） 

《
道
徳
授
業
公
開
》 

午
後
１
時
15
分
～
２
時 

各
学
年
教
室 

 

《
道
徳
公
開
講
座
》 

午
後
２
時
15
分
～
３
時
15
分 

体
育
館 

 

◎
母
島
小
・
中
学
校 

 

【
日
時
お
よ
び
場
所
】
11
月
15
日
（火
） 

《
小
１
、
２
年
道
徳
授
業
公
開
》 

午
前
９
時
15
分
～
10
時 

小
１
、
２
教
室 

 

《
小
３
、
４
年
道
徳
授
業
公
開
》 

午
前
10
時
15
分
～
11
時 

小
３
、
４
教
室 

《
小
５
，
６
年
道
徳
授
業
公
開
》 

午
前
11
時
15
分
～
正
午 

小
５
、
６
教
室 

《
中
１
～
３
年
道
徳
授
業
公
開
》 

午
後
１
時
20
分
～
２
時
10
分 

中
学
各
学
年
教
室 

 

※
授
業
公
開
の
後
に
公
開
講
座
と
協
議
会
を
予
定
し

て
い
ま
す
。 

【
注
意
事
項
】 

車
で
の
ご
来
校
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
小
学
校 

２
―
２
０
１
２ 

小
笠
原
中
学
校 

２
―
２
５
０
２ 

母
島
小
中
学
校 

３
―
２
１
８
１
、
２
１
８
２ 

 

村
長
出
張
報
告 

 

【
出
張
期
間
】 

 

《
10
月
９
日
～
12
日
》 

 
 

○
Ｔ
Ｓ
Ｌ
関
係
調
整 

他 

《
10
月
23
日
～
11
月
１
日
》 

 
 

○
国
・
都
関
係
機
関
要
望
活
動 

 
 

○
Ｔ
Ｓ
Ｌ
関
係
調
整 

 
 

○
原
生
自
然
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
出
席 

他 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 

２
―
３
１
１
１ 

     

母
島
巡
回
労
働
相
談 

  

小
笠
原
総
合
事
務
所
が
実
施
す
る
、
11
月
の
「母

島
巡
回
労
働
相
談
」の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

【
日
時
】
11
月
28
日
（月
）
午
後
５
時
～
６
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

【
相
談
内
容
】 

○
労
働
条
件
（
労
働
時
間
、
賃
金
、
解
雇
等
） 

○
求
人
求
職
（
求
人
・
求
職
申
込
等
） 

○
労
災
保
険
（
加
入
、
労
災
給
付
等
） 

○
雇
用
保
険
（
加
入
、
失
業
給
付
等
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所
２
―
２
１
０
２ 

 

二
見
港
物
揚
場
改
良
工
事 

  

小
笠
原
支
庁
港
湾
課
で
は
、
青
灯
台
に
隣
接
す
る

物
揚
場
泊
地
の
静
穏
度
の
向
上
の
た
め
、
物
揚
場
の

改
良
工
事
を
行
い
ま
す
。 

 

工
事
期
間
中
、
物
揚
場
・
駐
車
等
の
利
用
を
一
部

制
限
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

 

【
工
事
期
間
】
10
月
中
旬
～
平
成
18
年
３
月
中
旬 

 
●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
港
湾
課
工
事
第
一
係 

２
―
２
０
１
５ 

      

交
通
量
調
査
員
の
募
集 

 

【
調
査
日
時
】 

 

①
11
月
13
日
（日
）
午
前
７
時
～
午
後
７
時 

 

②
11
月
14
日
（月
）
午
前
７
時
～
午
後
７
時 

※
荒
天
等
に
よ
り
延
期
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

《
予
備
日
》
15
日
（火
）、
20
日
（日
） 

【
業
務
内
容
】 

 
 

父
島
（東
町
、
扇
浦
）、
母
島
（元
地
）に
お
け
る

交
通
量
調
査 

【
募
集
人
員
】
各
実
施
日 

父
島
４
名
、
母
島
２
名 

【
日 

 

給
】
１
万
５
千
円
（
12
時
間
） 

【
申
込
期
間
】 

11
月
２
日
（水
）～
４
日
（金
） 

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分 

※
先
着
順
と
な
り
ま
す
。 

【
申 

込 

先
】
㈱
ト
ー
ニ
チ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト 

 
 
 
 
 
 

０
３
―
３
３
７
４
―
３
８
７
８ 

 

●
問
合
せ
先 

東
京
都
建
設
局
道
路
建
設
部
計
画
課 

 
 

０
３
―
５
３
２
０
―
５
３
２
９ 

 

ス
タ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
２
０
０
５ 

   

特
集 

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
ふ
し
ぎ
な
宇
宙 

 

◎
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ａ
観
測
局
施
設
公
開 

 

【
日
時
】
11
月
19
日
（土
）、
20
日
（日
） 

午
前
10
時
～
午
後
６
時 

【
場
所
】
父
島
旭
山 

国
立
天
文
台
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ａ
観
測
局 

 

※
無
料
送
迎
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。 

【
内
容
】 

①
20
ｍ
電
波
望
遠
鏡
を
自
分
で
動
か
し
、
観
測
実

演
を
体
験
で
き
ま
す
。 

②
天
体
写
真
を
多
数
展
示
お
よ
び
そ
れ
ら
に
つ
い

て
の
質
問
コ
ー
ナ
ー
や
講
演
な
ど 

③
実
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
お
子
様
も
参
加
で
き
ま
す
。 

④
記
念
品
を
用
意
し
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
ほ
か
天
体
グ
ッ
ズ
の
販
売
も
し
て
い
ま
す
。 

勤労感謝の日 

（１１月２３日） 
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◎
天
体
観
望
会 

 

【
日
時
】
11
月
19
日
（土
） 

午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分 

※
天
候
に
よ
っ
て
は
20
日
（日
）に
延
期
し
ま
す
。 

【
場
所
】
大
神
山
公
園
お
祭
り
広
場 

【
内
容
】
天
体
望
遠
鏡
で
火
星
や
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
大

星
雲
な
ど
が
見
ら
れ
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

国
立
天
文
台
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ａ
小
笠
原
観
測
局 

２
―
７
３
３
３  

小
笠
原
高
校
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

ビ
ー
デ
祭
お
よ
び
授
業
公
開
を
行
い
ま
す
。
大
勢

の
皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

※
車
で
の
ご
来
校
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

 

◎
ビ
ー
デ
祭 

 

【
日
時
】
11
月
６
日
（日
）
午
前
９
時
～
午
後
３
時 

 
 
 
 

（
模
擬
店
は
10
時
開
始
） 

【
内
容
】
模
擬
店
、
展
示
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
な
ど 

 

◎
授
業
公
開 

 

【
11
月
９
日
（水
）】 

《
３
時
限
目
》
午
前
10
時
20
分
～
11
時
10
分 

第
１
学
年 

理
科
総
合
Ａ 

第
２
学
年 

生
活
技
術 

第
３
学
年 

体
育 

《
４
時
限
目
》
午
前
11
時
20
分
～
12
時
10
分 

第
１
学
年 

数
学
Ⅰ
、
英
語
Ⅰ 

第
２
学
年 

生
活
技
術 

第
３
学
年 

体
育 

《
５
時
限
目
》
午
後
１
時
30
分
～
２
時
20
分 

第
１
学
年 

研
究
授
業 

国
語
総
合
（古
典
） 

【
11
月
10
日
（木
）】 

《
１
時
限
目
》
午
前
８
時
20
分
～
９
時
10
分 

第
１
学
年 

地
理
Ａ 

第
２
学
年 

世
界
史
Ａ 

第
３
学
年 

情
報
Ａ 

《
２
時
限
目
》
午
前
９
時
20
分
～
10
時
10
分 

第
１
学
年 

国
語
総
合
（現
代
文
） 

第
２
学
年 

世
界
史
Ａ 

第
３
学
年 

日
本
史
Ａ 

《
３
時
限
目
》
午
前
10
時
20
分
～
11
時
10
分 

第
１
学
年 

保
健 

第
２
学
年 

古
典
、
物
理
Ⅰ
、
英
語
Ⅱ 

第
３
学
年 

発
達
と
保
育
、
倫
理 

《
４
時
限
目
》
午
後
11
時
20
分
～
12
時
10
分 

第
１
学
年 

体
育 

第
２
学
年 

現
代
文 

第
３
学
年 

発
達
と
保
育
、
倫
理 

【
11
月
11
日
（金
）】 

《
１
時
限
目
》
午
前
８
時
20
分
～
９
時
10
分 

第
１
学
年 

理
科
総
合
Ａ 

第
２
学
年 

国
語
表
現
Ⅰ
、
リ
ー
デ
ィ
ン
グ 

第
３
学
年 

数
学
基
礎
、
日
本
史
Ｂ 

《
２
時
限
目
》
午
前
９
時
20
分
～
10
時
10
分 

第
１
学
年 

現
代
社
会 

第
２
学
年 

音
楽
Ⅱ
、
美
術
Ⅱ 

第
３
学
年 
地
理
Ｂ
、
物
理
Ⅰ
、
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ 

《
３
時
限
目
》
午
前
10
時
20
分
～
11
時
10
分 

第
１
学
年 

現
代
社
会 

第
２
学
年 

音
楽
Ⅱ
、
美
術
Ⅱ 

第
３
学
年 

調
理
、
物
理
Ⅰ 

《
４
時
限
目
》
午
前
11
時
20
分
～
12
時
10
分 

第
１
学
年 

国
語
総
合
（現
代
文
） 

第
２
学
年 

古
典
、
物
理
Ⅰ
、
英
語
Ⅱ 

第
３
学
年 

調
理 

《
５
時
限
目
》
午
後
１
時
30
分
～
２
時
20
分 

第
１
学
年 

地
理
Ａ 

第
２
学
年 

古
典
、
数
学
Ⅱ 

第
３
学
年 

体
育 

《
６
時
限
目
》
午
後
２
時
30
分
～
３
時
20
分 

第
１
学
年 

数
学
Ⅰ
、
英
語
Ⅰ 

第
２
学
年 

政
治
経
済
、
物
理
Ⅰ
、
化
学
Ⅰ 

第
３
学
年 

現
代
文 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
高
校 

 
 

２
―
２
３
４
６ 

東
京
三
弁
護
士
会
に
よ
る
法
律
相
談 

 

東
京
三
弁
護
士
会
主
催
に
よ
る
法
律
相
談
を
開
催

し
ま
す
。
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
（要
予
約
）。 

 

【
相
談
内
容
・
時
間
】 

 
 

無
料
一
般
相
談
（１
コ
マ
40
分
以
内
） 

 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
11
月
19
日
（土
）
午
後
７
時
～
９
時 

 

《
場
所
》
母
島
支
所
２
階
小
会
議
室 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
11
月
20
日
（日
）
午
後
３
時
～
５
時 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

【
予
約
受
付
時
間
】 

月
～
金
曜
日 

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時 

（
祝
日
お
よ
び
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
） 

【
主
催
】
東
京
弁
護
士
会 

 
 
 
 

第
一
東
京
弁
護
士
会 

 
 
 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会 

 

●
問
合
せ
・
予
約
電
話
番
号 

 
 

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

０
３
―
３
５
８
１
―
１
５
１
１ 

 

は
は
じ
ま
丸
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

◎
冬
期
ダ
イ
ヤ
運
航
実
施 

 

【
実
施
期
間
】 

11
月
２
日
（水
）～
平
成
18
年
１
月
13
日
（金
） 

【
冬
期
ダ
イ
ヤ
】 

お
が
さ
わ
ら
丸
父
島
入
港
日
の
翌
日 

母
島
発 

午
前
11
時
30
分
（通
常 

正
午
発
） 

 

◎
運
航
ダ
イ
ヤ
変
更 

 

11
月
12
日
（
土
）
父
島
発
午
前
７
時
30
分
の
は

は
じ
ま
丸
は
、
父
母
交
流
ス
ポ
ー
ツ
大
会
開
催
の
た

め
、
父
島
出
港
時
刻
を
変
更
し
ま
す
。 

 

【
変
更
ダ
イ
ヤ
】
父
島
発 

午
前
10
時 

◎
12
月
の
燃
料
油
価
格
調
整
金 

 

12
月
中
の
調
整
金
を
含
む
運
賃
（
旅
客
・
貨
物
） 

は
、
原
油
価
格
が
値
上
が
り
し
た
た
め
、
次
の
と
お

り
改
定
と
な
り
ま
す
。
※
（  

）内
は
変
動
調
整
額 

【
旅
客
運
賃
】 

《
１
等
》
大
人 

８
４
７
０
円
（
＋
９
１
０
円
） 

小
人 

４
２
４
０
円
（
＋
４
６
０
円
） 

《
２
等
》
大
人 

４
２
３
０
円
（
＋
４
５
０
円
） 

小
人 

２
１
２
０
円
（
＋
２
３
０
円
） 

《
村
民
割
引
（往
復
）》 

大
人 

５
５
０
０
円
（
＋
５
８
０
円
） 

小
人 

２
７
６
０
円
（
＋
３
０
０
円
） 

【
貨
物
運
賃
】 

 

《
１
等
品
》
８
６
４
５
円
（
＋
５
８
１
円
） 

《
２
等
品
》
８
１
０
４
円
（
＋
５
４
４
円
） 

《
３
等
品
》
７
５
６
４
円
（
＋
５
０
８
円
） 

 

《
小
口
貨
物
（１
口
）》 

 
 
 

０
・１
０
ト
ン
以
下 

 
 
 
 

８
６
６
円
（
＋
58
円
） 

 
 
 

０
・０
７
５
ト
ン
以
下 

６
５
３
円
（
＋
44
円
） 

 

●
問
合
せ
先 

伊
豆
諸
島
開
発
（株
） 

０
３
―
３
４
５
５
―
３
０
９
０ 

 

あ
そ
び
の
達
人
教
室
in
お
が
さ
わ
ら 

 

【
火
星
を
見
よ
う
！
】 

 

火
星
を
望
遠
鏡
で
見
て
み
よ
う
。 

《
日
時
》
11
月
９
日
（水
） 

午
後
７
時
～
８
時
30
分 

《
場
所
》
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

 

《
募
集
人
数
》
30
名
（小
・
中
学
生
対
象
） 

《
参
加
費
》
１
０
０
円
（保
険
代
含
む
） 

 

【
イ
ル
カ
で
あ
そ
ぼ
う
！
】 

 
 

イ
ル
カ
を
知
っ
て
、
つ
く
っ
て
み
よ
う
。 

《
日
時
》
11
月
16
日
（水
）
午
後
２
時
～
５
時 

《
場
所
》
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

 

《
募
集
人
数
》
30
名
（小
・
中
学
生
対
象
） 

 

《
参
加
費
》
１
０
０
円
（保
険
代
含
む
） 
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【
海
あ
そ
び
の
達
人
】
※
予
約
制 

 
た
き
火
と
ダ
ン
ス
で
あ
そ
ぼ
う
。 

《
日
時
》
11
月
20
日
（日
） 

午
前
10
時
45
分
～
午
後
４
時 

《
場
所
》
扇
浦
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス 

 

《
募
集
人
数
》
20
名 

《
参
加
費
》
３
０
０
円
（保
険
代
含
む
） 

《
持
ち
物
》 

弁
当
、
飲
み
物
、
帽
子
、
タ
オ
ル
、
着
替
え 

 

【
絵
を
か
こ
う
！
】 

 

ち
ょ
っ
と
不
思
議
な
作
品
を
作
っ
て
み
よ
う
。 

《
日
時
》
11
月
23
日
（水
）
午
後
２
時
～
５
時 

《
場
所
》
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

 

《
募
集
人
数
》
30
名
（小
・
中
学
生
対
象
） 

 

《
参
加
費
》
１
０
０
円
（保
険
代
含
む
） 

 

【
カ
レ
ン
ダ
ー
作
り
の
達
人
】
※
予
約
制 

 

自
分
だ
け
の
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
っ
て
み
よ
う
。 

《
日
時
》
11
月
27
日
（日
） 

午
前
10
時
45
分
～
午
後
４
時 

《
場
所
》
扇
浦
交
流
セ
ン
タ
ー 

 

《
募
集
人
数
》
30
名
（小
・
中
学
生
対
象
） 

《
参
加
費
》
３
０
０
円
（保
険
代
含
む
） 

《
持
ち
物
》
弁
当
、
飲
み
物
、
帽
子
、
お
や
つ 

 

【
農
業
セ
ン
タ
ー
で
あ
そ
ぼ
う
！
】
※
予
約
制 

 
 

貴
重
な
植
物
を
ふ
や
す
お
手
伝
い
を
し
よ
う
。 

《
日
時
》
10
月
30
日
（水
） 

午
後
１
時
40
分
～
午
後
４
時 

《
場
所
》
亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー
内
恵
み
の
像
前 

《
募
集
人
数
》
20
名
（小
３
以
上
～
中
学
生
対
象
） 

《
参
加
費
》
１
０
０
円
（保
険
代
含
む
） 

《
持
ち
物
》
帽
子
、
タ
オ
ル
、
汚
れ
て
も
良
い
服
装 

 

【
注
意
事
項
】 

○
小
学
生
未
満
の
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
（保

護
者
同
伴
で
見
学
は
で
き
ま
す
。）。 

○
参
加
費
に
バ
ス
代
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

○
荒
天
等
に
よ
り
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

あ
そ
び
の
達
人
教
室
事
務
局 

０
９
０
―
５
２
０
３
―
６
７
５
９ 

フ
リ
ー
マ
ケ
ッ
ト
（父
島
） 

 

【
日
時
】
12
月
４
日
（日
）
正
午
～ 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル 

 

●
問
合
せ
先 

千
葉 

２
―
２
６
２
８
、
永
合 

２
―
３
０
０
５ 

      

予
防
接
種
の
変
更
に
つ
い
て 

 
◎
日
本
脳
炎
第
３
期
の
廃
止 

 

７
月
29
日
よ
り
、
日
本
脳
炎
第
３
期
（対
象
14
歳

以
上
16
歳
未
満
）の
予
防
接
種
が
廃
止
に
な
り
ま
し

た
。対
象
の
年
齢
・
時
期
は
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ご
不
明
な
点
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

【
第
１
期
初
回
】 

《
生
後
６
か
月
か
ら
７
歳
６
か
月
未
満
の
者
》 

２
回 

【
第
１
期
追
加
】 

《
生
後
６
か
月
か
ら
７
歳
６
か
月
未
満
の
者
》 

１
回
（
※
１
期
初
回
終
了
後
概
ね
１
年
お
く
） 

【
第
２
期
】 

《
９
歳
以
上
13
歳
未
満
の
者
》
１
回 

 

◎
麻
し
ん
・
風
し
ん
予
防
接
種
の
変
更 

 

予
防
接
種
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
平
成

18
年
４
月
１
日
よ
り
、
麻
し
ん
お
よ
び
風
し
ん
予
防

接
種
が
変
更
に
な
り
ま
す
。 

【
改
正
後
】 

《
対
象
者
》 

第
１
期 

１
歳
か
ら
２
歳
未
満
の
者 

 
 
 

第
２
期 

５
歳
以
上
７
歳
未
満
で
小
学
校
就 

学
前
１
年
の
者
（就
学
前
年
度
の
４

月
１
日
～
３
月
31
日
） 

《
接
種
ワ
ク
チ
ン
》 

麻
し
ん
と
風
し
ん
の
混
合
ワ
ク
チ
ン 

《
接
種
方
法
》 

第
１
期
、
第
２
期
で
１
回
ず
つ
接
種 

【
注
意
事
項
】 

○
麻
し
ん
・
風
し
ん
の
混
合
ワ
ク
チ
ン
は
、
現
在

の
麻
し
ん
ワ
ク
チ
ン
お
よ
び
風
し
ん
ワ
ク
チ

ン
の
両
方
ま
た
は
い
ず
れ
か
を
す
で
に
接
種

し
て
い
る
お
子
さ
ん
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。 

 

○
１
歳
か
ら
７
歳
６
か
月
ま
で
の
お
子
さ
ん
で
、

麻
し
ん
ま
た
は
風
し
ん
の
予
防
接
種
が
お
済
み

で
な
い
方
は
、
平
成
18
年
３
月
31
日
ま
で
に

済
ま
せ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

３
月
31
日
ま
で
に
接
種
を
受
け
ら
れ
な
い

場
合
で
も
、
１
歳
か
ら
2
歳
未
満
の
お
子
さ
ん

で
接
種
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
４
月
１
日
以

降
も
ワ
ク
チ
ン
の
公
費
任
意
接
種
を
行
い
ま
す
。 

 
 

ご
不
明
な
点
に
つ
い
て
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診
（父
島
） 

 

対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
に
通
知
し
ま
す
。 

６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、必
ず
事
前
に
電
話
で
の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】
３
，
４
か
月
、
６
か
月
、
９
か
月
、 

１
歳
６
か
月
、
３
歳
の
乳
幼
児 

【
日 

時
】
11
月
10
日
（木
）
午
後
２
時
～
４
時 

（
受
付
時
間 

午
後
２
時
～
３
時
） 

【
場 

所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 

午
後
外
来
実
施
日
の
変
更 

 
 

毎
週
水
曜
日
の
午
後
に
診
療
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

11
月
23
日
（水
）は
祝
日
に
よ
り
休
診
と
な
り
ま

す
の
で
、
前
日
の
11
月
22
日
（火
）の
午
後
に
外
来

診
療
を
実
施
し
ま
す
。 

 

母
島
診
療
所
は
、
住
民
検
診
の
実
施
に
よ
り
21
日

（月
）の
一
般
外
来
診
療
を
、
午
後
に
実
施
し
ま
す
。

午
前
は
、
急
患
の
み
の
診
療
と
な
り
ま
す
。 

 

【
受
付
時
間
】 

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２
―
３
８
０
０ 

 

専
門
診
療
（眼
科
・
耳
鼻
咽
喉
科
） 

 

◎
眼
科 

 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
11
月
３
日
（木
）
午
前
・
午
後 

５
日
（土
）
午
前
・
午
後 

６
日
（日
）
午
前
・
午
後 

 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
11
月
８
日
（火
）
午
前
・
午
後 

９
日
（水
）
午
前 

 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

 

◎
耳
鼻
咽
喉
科 

 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
11
月
27
日
（日
）
午
前
・
午
後 

28
日
（月
）
午
前
・
午
後 

 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
11
月
30
日
（水
）
午
前
・
午
後 

 
 
 
 
 

12
月   

１    

日
（木
）
午
前
・
午
後 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

２   

日
（金
）
午
前
・
午
後 

               
 

３  

日
（土
）
午
前
・
午
後 

 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所 

 

【
受
付
時
間
】
※
眼
科
・
耳
鼻
咽
喉
科
共
通 

午
前
８
時
30
分
～
11
時 

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２
―
３
８
０
０ 

 
 
 
 
 
 

母
島
診
療
所 

 
 

３
―
２
１
１
５ 
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― 村民課福祉係 ― 

―  第 ６９ 号  ― 

 
            

内臓脂肪を減らそう！  
村民の皆さんこんにちは。残暑が続いていますが、朝晩は過ごしやすい季節になりました。食欲が増

し、横になる時間が増え、食べすぎや運動不足になっていませんか？                  

高血圧、高脂血症、糖尿病などの生活習慣病は、それぞれが独立した別の病気ではなく、内臓に蓄積

した肥満（内臓脂肪型肥満という）が原因である事がわかってきました。運動や食事などの生活習慣から

内臓脂肪を原因とする様々な危険因子が重なった状態（メタボリックシンドローム）を防ぎましょう。 
 

予防方法                                

●運動の習慣をつける。 

自転車や徒歩で通勤をする、海や山に散歩に出掛けるなど、無理のない運動を 20 分以上定期的に続

けることが大切です。 
 

●過剰なカロリー摂取を控える。 

 お菓子や甘いもの、インスタント食品、外食、過度の飲酒は、カロリーオーバーのもとになります。 
 

●３食きちんと摂取する。 

一食減らすと、脂肪が体内にたまりやすくなります。               
 

●健康診断を受ける。 

 母島１１月２０,２１日、父島１１月２３～２７日住民健診を実施します。自己の身体状態を知り、

生活習慣の改善に役立てください。住民健診の日時、場所および申込方法は、今号の村民だより１  

ページをご覧ください。 
 

メタボリックシンドロームの診断基準 

内臓脂肪蓄積 

ウエスト周囲長 ： 男性 85ｃｍ以上、女性 90ｃｍ以上 

上記に加え、以下の２つ以上 

脂肪 ： 中性脂肪 150mg ㎗／  以上 かつ／または HDL コレステロール 40mg ㎗／  未満 

血圧 ： 収縮期血圧 130mmHg 以上 かつ／または 拡張期血圧 85mmHg 以上 

血糖 ： 空腹時血糖 110mg／㎗  以上 

 

 

 

 

イルカの伝言板 

 

 
 

 

 

 
健康に関するご相談先 

村民課福祉係 ２－３９３９ 

 

イルカ：今回のゲストは母島の看護師の古賀さんです。健康法を

教えてください。 

古賀さん：笑顔で食卓を囲み、おいしくお酒を飲む事が私の健康

法です。この笑顔で美味しくが大切です。笑顔には多くの効用

があり、最近では血糖値を下げたり、ガンを予防したりすると

証明されています。栄養のバランスのとれたおいしいつまみと

一緒にお酒を楽しむ。胃がもたれるほど食べ過ぎたり、二日酔

いを残すほど飲みすぎたりせず、毎日お酒を飲む。酒は百薬の

長。お酒に飲まれることなく、適量の飲酒を心掛けています。 

イルカ：楽しみを持つことが健康の秘訣なんですね。ありがとう

ございました！！ 
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世
界
自
然
遺
産
の
コ
ー
ナ
ー 

 

「
小
笠
原
諸
島
の
世
界
自
然
遺
産
へ
の
登
録
推
薦
」

に
関
す
る
村
議
会
の
意
見
書
提
出
に
つ
い
て 

 

先
月
開
催
さ
れ
た
小
笠
原
村
議
会
の
平
成
17
年

第
３
回
定
例
会
に
お
い
て
、「小
笠
原
諸
島
の
世
界
自

然
遺
産
へ
の
登
録
推
薦
」に
関
す
る
意
見
書
が
採
択

さ
れ
、
総
務
大
臣
、
国
土
交
通
大
臣
、
環
境
大
臣
、

お
よ
び
東
京
都
知
事
あ
て
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。 

村
と
し
て
も
「村
民
生
活
に
多
大
な
支
障
が
生
じ

な
い
こ
と
」「航
空
路
と
両
立
す
る
こ
と
」が
登
録
に

あ
た
っ
て
の
課
題
と
考
え
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
点
に

つ
い
て
国
や
東
京
都
な
ど
関
係
機
関
と
十
分
協
議
し
、

調
整
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。 

 

《
意
見
書
全
文
》 

 

「
小
笠
原
諸
島
の
世
界
自
然
遺
産
へ
の 

登
録
推
薦
」
に
関
す
る
意
見
書 

 

平
成
15
年
５
月
、
国
の
「世
界
自
然
遺
産
候
補
地

に
関
す
る
検
討
会
」に
お
い
て
、小
笠
原
諸
島
は
知
床
、

琉
球
諸
島
と
と
も
に
世
界
自
然
遺
産
の
国
内
候
補
地

と
し
て
選
定
さ
れ
、
本
年
７
月
に
は
こ
の
う
ち
の
知

床
が
世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。
今
後
、
小
笠

原
諸
島
に
つ
い
て
も
、社
会
的
条
件
も
含
め
て
調
整
、

検
討
を
行
っ
た
う
え
で
、
登
録
推
薦
へ
の
手
続
き
が

進
め
ら
れ
る
状
況
で
あ
る
が
、
登
録
推
薦
に
あ
た
っ

て
解
決
す
べ
き
課
題
の
一
つ
に
自
然
環
境
の
保
護
担

保
措
置
の
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

し
か
し
な
が
ら
、
小
笠
原
諸
島
に
は
父
島
、
母
島

あ
わ
せ
て
２
３
０
０
人
余
の
住
民
が
居
住
し
、
他
の
属

島
並
び
に
周
辺
海
域
を
含
め
て
村
民
生
活
の
場
と
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
登
録
推
薦
に
あ
た
っ
て
は
自

然
環
境
の
保
全
と
地
域
振
興
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮

し
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。 

よ
っ
て
、
下
記
の
事
項
に
つ
い
て
充
分
留
意
の
う

え
進
め
ら
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。 

記 

１
．
登
録
推
薦
に
あ
た
っ
て
自
然
公
園
法
な
ど
の
保

護
規
制
の
見
直
し
を
行
う
場
合
は
、
地
権
者
を
は

じ
め
住
民
や
関
係
団
体
等
へ
の
充
分
な
説
明
を
行

う
と
と
も
に
、
既
に
住
民
の
居
住
や
産
業
活
動
が

行
な
わ
れ
る
な
ど
、
村
民
生
活
に
多
大
な
支
障
が

生
じ
る
地
域
の
規
制
強
化
が
な
い
よ
う
、
区
域
の

設
定
を
行
う
こ
と
。 

 

２
．
世
界
自
然
遺
産
へ
の
登
録
が
行
わ
れ
る
地
域
に

つ
い
て
は
、
空
港
を
設
置
す
る
な
ど
の
大
規
模
な

開
発
行
為
は
事
実
上
不
可
能
に
な
る
。 

 

こ
の
た
め
、
村
民
の
悲
願
で
あ
る
航
空
路
の
開
設

を
将
来
的
に
担
保
す
る
と
と
も
に
、「空
港
整
備
等
本

土
と
の
交
通
利
便
性
の
確
保
に
努
め
る
こ
と
」を
求

め
た
小
笠
原
諸
島
振
興
開
発
特
別
措
置
法
の
付
帯
決

議
の
趣
旨
が
活
か
さ
れ
る
よ
う
、
東
京
都
で
調
査
、

検
討
中
の
新
た
な
航
空
路
案
を
早
期
に
事
業
計
画
化

し
、
そ
の
影
響
範
囲
と
世
界
遺
産
登
録
地
域
と
の
調

整
を
行
う
こ
と
。 

ま
た
、
兄
島
空
港
か
ら
二
度
に
わ
た
っ
て
空
港
計

画
が
撤
回
さ
れ
た
過
去
の
経
緯
を
踏
ま
え
、
新
た
な

航
空
路
案
と
世
界
遺
産
登
録
地
域
と
の
整
合
性
に
つ

い
て
、
地
元
住
民
へ
の
充
分
な
説
明
を
行
っ
た
う
え

で
、
登
録
推
薦
の
事
務
を
進
め
ら
れ
た
い
。 

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に
よ
り
意
見

書
を
提
出
す
る
。 

 

 平
成
17
年
10
月
７
日 

 

総
務
大
臣
、
国
土
交
通
大
臣
、 

環
境
大
臣
、
東
京
都
知
事 

殿 
 

小
笠
原
村
議
会
議
長 

池 

田 
 

望 

 ●
問
合
せ
先 

総
務
課
企
画
政
策
室 

 
 
 

２
―
３
１
１
１ 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ 

 
 
 

 

協
会
（
Ｏ
Ｗ
Ａ
）
の
コ
ー
ナ
ー 

 

小
笠
原
で
暮
ら
す
イ
ル
カ
た
ち 

パ
ー
ト
16 

「角
張
っ
た
背
ビ
レ
の
イ
ル
カ
た
ち(

＃
６
と
＃
28)

」 
 

海
の
中
で
泳
ぐ
イ
ル
カ
を
見
て
い
る
と
、
遠
く
か

ら
で
も
す
ぐ
に
見
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
イ
ル
カ
が

い
ま
す
。
例
え
ば
個
体
識
別
番
号
＃
６
と
＃
28
は
見

分
け
や
す
い
イ
ル
カ
で
す
。 

通
常
、
イ
ル
カ
の
背
ビ
レ
は
＃
６
の
子
供
（写
真
右

端
）の
よ
う
に
な
め
ら
か
な
カ
ー
ブ
を
描
い
て
い
ま

す
が
、
こ
の
２
頭
は
、
形
が
角
張
っ
て
い
ま
す
（写
真

左
端
と
中
央
）。 

ま
た
、
＃
６
と
＃

28
の
違
い
も
す
ぐ
に

見
分
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
＃
28
は
背

ビ
レ
に
大
き
な
欠
損

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
が
、
＃
６
に
は
大

き
な
欠
損
は
あ
り
ま

せ
ん
。 

＃
６
と
＃
28
は
と

も
に
メ
ス
の
イ
ル
カ

で
、
今
年
の
夏
ご
ろ

か
ら
頻
繁
に
父
島
周

辺
海
域
で
姿
を
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
。 

イ
ル
カ
調
査
隊
で

は
、
＃
６
は
10
月
12

日
、
＃
28
は
９
月
27

日
に
確
認
し
て
い
ま

す
。 ド

ル
フ
ィ
ン
ス
イ

ム
中
に
角
張
っ
た
背

ビ
レ
の
イ
ル
カ
を
見

つ
け
た
ら
、
＃
６
か

＃
28
の
可
能
性
大
で

す
。 

◎
第
40
回
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
養
成
講
座
（勉
強
会
） 

「
イ
ル
カ
の
穴
場
展
の
見
学
会
」 

 

11
月
29
日
ま
で
小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
で

イ
ル
カ
に
関
す
る
企
画
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
（主

催 

Ｂ
Ｉ
Ｏ
、
Ｏ
Ｗ
Ａ
）。 

こ
の
企
画
展
を
当
協
会
の
主
任
研
究
員
や
イ
ル
カ

調
査
隊
の
メ
ン
バ
ー
と
一
緒
に
見
学
し
て
、
小
笠
原

の
イ
ル
カ
を
学
び
ま
し
ょ
う
。 

 

【
日
時
】
11
月
４
日
（金
） 

 
 
 
 
 

昼
の
部 

午
後
３
時
～
４
時 

 
 
 
 
 

夜
の
部 

午
後
７
時
～
８
時 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
協
会 

２
―
３
２
１
５ 

 

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
53 

 

― 

ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
巣
数
、
記
録
更
新
！ 

― 
 

季
節
は
す
っ
か
り
秋
。
稚
ガ
メ
の
ふ
化
も
、
よ
う

や
く
終
了
で
す
。
昨
年
の
こ
の
時
期
、
同
紙
上
で
２

０
０
４
年
の
結
果
を
「
産
卵
数
過
去
最
高
記
録
！
」
と

お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
今
年
は
、
そ
の

数
を
大
幅
に
上
回
り
ま
し
た
（産
卵
巣
数 

父
島
列
島

１
１
７
１
、
母
島
列
島
８
２
２
）。 

過
去
15
年
間
の
産
卵
巣
数
の
変
化
を
グ
ラ
フ
で

見
る
と
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
増
加
傾
向
に

あ
り
、
特
に
昨
年
か
ら
は
急
激
に
増
加
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
数
年
に
一
度
そ
の
数
は
大
き
く

落
ち
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
小
笠
原
の
ア
オ
ウ
ミ
ガ

メ
の
産
卵
回
帰
頻
度
が
、３
～
４
年
に
１
回
（標
識
放

流
調
査
結
果
に
よ
る
）で
あ
る
た
め
で
す
。 

ゴ
ロ
タ
石
の
浜
で
ほ
と
ん
ど
産
卵
が
な
か
っ
た
母

島
の
大
崩
湾
で
は
、
崖
崩
れ
で
海
に
流
れ
込
ん
だ
土

砂
の
上
に
さ
ら
に
砂
が
堆
積
し
て
立
派
な
砂
浜
に 

な
っ
て
お
り
、今
年
は
１
８
０
巣
の
産
卵
が
あ
り
ま
し

た
。 
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こ
の
よ
う
な
浜
の
変
化
も
含
め
、
産
卵
巣
数
の
増

減
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
は
、
小
笠
原
の
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ

と
そ
の
環
境
を
保
全
し
て
い
く
上
で
大
変
重
要
で
、

継
続
が
必
要
で
す
。 

 

                    

【
５
年
生
の
子
ガ
メ
葛
西
臨
海
水
族
園
へ
】 

 
 

東
京
都
葛
西
臨
海
水
族
園
で
は
、
小
笠
原
の
海
の

生
物
を
紹
介
す
る
水
槽
が
あ
り
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
で

ふ
化
し
た
子
ガ
メ
た
ち
も
人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。 

 

今
年
は
、
子
ガ
メ
の
大
き
さ
を
見
比
べ
て
も
ら
お

う
と
い
う
試
み
で
、
７
月
生
ま
れ
と
10
月
生
ま
れ
の

子
ガ
メ
が
里
子
に
出
ま
し
た
。 

７
月
生
ま
れ
の
子
ガ
メ
は
、
５
月
に
奥
行
き
の
浅

い
屏
風
谷
の
浜
に
産
み
落
と
さ
れ
た
保
護
卵
か
ら
ふ

化
し
た
も
の
で
す
。
小
笠
原
小
学
校
５
年
生
の
皆
さ

ん
が
、
ふ
化
箱
で
大
切
に
見
守
り
、
ふ
化
後
海
洋
セ

ン
タ
ー
の
水
槽
で
一
所
懸
命
飼
育
し
て
き
ま
し
た
。

体
重
は
こ
の
３
か
月
で
、
26
グ
ラ
ム
か
ら
８
８
５
グ

ラ
ム
に
増
え
て
い
ま
し
た
（５
年
生
の
記
録
に
よ
る
）。 

こ
の
子
ガ
メ
は
、
大
き
く
な
る
と
ま
た
島
に
戻
さ

れ
、
小
笠
原
の
浜
か
ら
大
海
原
へ
旅
立
つ
こ
と
に
な

り
ま
す
。
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ど
う
ぞ
会
い
に

行
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー 

（
日
本
ウ
ミ
ガ
メ
協
議
会
）
２
―
２
８
３
０ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http://bonin-ocean.net 
                                

 

地産地消のすすめ 
 
《地産地消は、少量多品目から》 
 

温暖な気候に恵まれた小笠原では、さまざまな種類の野菜や果物を畑や家庭菜園などで育てて 
いる方が大勢いらっしゃいます。しかし、多くの村民の方々は、これらの農産物を手に入れたく 
ても商店には売っていないので、残念ながら手に入れることができないのが現状です。 
これまで、「おさかな市」や村のイべントで農産物や海産物などを販売して村民の皆さんの島の 

産物に対する欲求の強さを実感させられました。 
そこで、島の産物を「持ち寄り販売する場所」と「購入できる場所」とを同時に提供できる、 

小笠原ならではの“ 市 ”「小笠原らしい市」を開催することにしました。 
栽培している量が少しであっても、さまざまな物が集まれば消費者の方の要望に応えることが 

でき、商品としての価値も出てくるものと思われます。 
多くの村民が小笠原でとれた地域の食材を口にすることができるようこの取り組みを今後も続 

けていこうと考えています。 
◆◆「島の料理法」募集中 ◆◆ 

 

昔から伝わる小笠原ならではの料理法をみんなで守り伝えていきましょう。口述でも構いません。特にご年配の方からの情報を

お待ちしています。 
●問合せ先 地産地消推進会議（総務課内）２－３１１１ 

父島列島と母島列島の産卵巣数の経時的変化
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ＴＴＳＳＬＬにに関関ししててはは新新聞聞等等でで様様々々なな報報道道ががさされれてていいまますすがが、、今今月月号号でではは、、ＴＴＳＳＬＬををめめぐぐるる最最近近のの情情勢勢ににつついいてておお届届けけししまますす。。  

  

 

 

１０月１２日  紀伊水道沖で行われていた「SUPER LINER OGASAWARA」の海上公試運転で、各種試験項目を全て無事終 

了し、所定の性能・仕様を満足していることが確認された。 

１０月１８日 東京都議会において、都としては「TSL 導入は非常に困難」と判断している旨の答弁。 

１０月２０日 国交省事務次官が、都も決定したわけではないと聞いており、国ができる努力を検討していきたい旨を発言。 

１０月２１日 国土交通大臣が、村の期待もあり、東京都の最終判断を見極めた上で、国としての支援を判断したい旨の発言。 

 

 

 

村民の皆様には「SUPER LINER OGASAWARA」の就航について多大なご心配をおかけしております。 

村としては、「SUPER LINER OGASAWARA」の一日も早い就航を引き続き働きかけていきますが、一方では長期的・安定的

な航路の確保が重要であると考えています。船は完成したものの、就航をめぐる状況は不透明感を増していると言わざるを得ませ 

ん。国に対しては結論が先送りされることなく早急に今後の方針を決定するよう要請すると共に、東京都にも小笠原の振興、アク 

セスの改善を要請しています。 
 

           ●問合せ先 総務課企画政策室 ２－３１１１ 

ＴＴＴＳＳＳＬＬＬ   コココーーーナナナーーー   ＶＶＶＯＯＯＬＬＬ．．．１１１４４４   

☆ 結論が先送りされることのないよう要請しています

☆ 「SUPER LINER OGASAWARA」をめぐる最近の動き 



入港日 小笠原小学校 道徳授業地区公開講座

ははじま丸冬季ダイヤ運航開始 住民健診申込締切

南島外来種除去ボランティア申込締切

シロアリ対策事業申込締切

眼科専門診療（父島 5～6） 父島動物巡回診療申込締切

入港日

出港日 シロアリ対策事業実施（～29）

定期予防接種（毎月の予防接種） VERA観測局施設公開（～20）

交通量調査員応募締切 天体観望会

OWAインタープリター養成講座 東京三弁護士会による法律相談（母島）

高校図書館開放

南島入島禁止期間（～2/4）

小笠原中学校 道徳授業地区公開講座 母島住民健診（～21）

東京三弁護士会による法律相談（父島）

小笠原高校ビーデ祭

母島診療所 午前休診・午後診療実施

入港日

出港日

眼科専門診療（母島 ～9） 診療所 午後外来診療実施

小笠原高校 授業公開（～11） 父島住民健診（～27）

南島外来種除去作業実施日

出港日

乳幼児健診・歯科健診（父島）

父母交流スポーツ大会（父島） 入港日

ははじま丸運航ダイヤ変更（父島発10:00） 父島動物巡回診療（～27）

高校図書館開放 高校図書館開放

入港日 耳鼻咽喉科専門診療（母島 ～28）

交通量調査（～14）

母島巡回労働相談

父島野ネコ捕獲集中期間（～27）

出港日

ビジターセンター「イルカの穴場展」最終日

母島小中学校 道徳授業地区公開講座

耳鼻咽喉科専門診療（父島 ～12/3）

東京都宿泊施設バリアフリー化助成申込締切

出港日 ノヤギ駆除（父島）

23 水

27 日

16 水

火

日

14

15

月

火

13

行　事　予　定日付 曜日

木17

18 金

6

土

日

水

木

金

日付 曜日 行　事　予　定

2

1 火

29 火

30 水

3

5

木

25 金

20 日

24
木

4

7 月

11 金

10

8

9 水

19 土

26 土

21 月

火22

12 土

28 月

文化の日

勤労感謝の日


